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C O N T E N T S 
ページ     項 目 
 

 

２  災害ボランティア（呉、東部地区）参加報告 

４  災害ボランティアＤＶＴ検診参加報告 

５    新入会員オリエンテーション（東部地区以外）アンケート報告 

８  新入会員オリエンテーション（東部地区以外） 

 

 

９  検査と健康展 ボランティア募集案内 

９  第 36 回 広島県医学検査学会（第 2報） 

 

≪続報≫平成 30 年 7 月豪雨に関するお知らせ 

1.災害共済金・年会費減免の申請（継続受付） 

この度の豪雨で被災された会員の方に対し、被災の状態に応じて「災害共済金の支給及び会費減免」の適応

となる場合があります。日本臨床検査技師会及び広島県臨床検査技師会のホームページより、申請用紙がダ

ウンロードできますのでご利用ください。 

 

日本臨床検査技師会 HP：http://www.jamt.or.jp/news/2018/news_002714.html 

広島県臨床検査技師会 HP：http://hiroringi.or.jp/attention/20180711.html 

 

2.災害 DVT ボランティア募集終了 

ボランティアの募集を 7月 17 日から開始しておりました。現地では 8 月に入り支援活動が縮小傾向となる

ため、7月 31 日をもちましてボランティア募集を終了させて頂きます。 

今後の DVT 検診は避難所からの要請があり次第、現在までに登録されている会員の方へご協力を依頼し検診

を実施する予定です。 

 

この度の募集に応じ、登録して下さった会員の皆様に深く御礼申し上げます。 

 

3.学会・研修会開催日決定 

延期となっておりました、学会・研修会の日程が決定致しました。変更日は以下の通りとなります。 

学会・研修会名 変更日 開催場所 

第 44 回呉地区七夕学会 12 月 22 日（土） ビューポートくれ 

東部地区新入会員オリエンテーション研修会 9 月 2 日（日） 
福山市男女共同参画センター 

イコールふくやま 

編集・発行 一般社団法人広島県臨床検査技師会 

事務所 FAX  082-502-6031 

発行日 平成 30(2018)年 8月 30 日 

日 

http://www.hiroringi.or.jp/
http://www.jamt.or.jp/news/2018/news_002714.html
http://hiroringi.or.jp/attention/20180711.html
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当院の豪雨災害時の状況と災害ボランティアに参加して 

      

平成 30 年 7 月西日本豪雨により、広島県は甚大な

災害に遭いました。死者が 100 名を超え、私が住ん

でいる呉市では死者 24 名（行方不明 1 名）の方が亡

くなられました。7月 5 日から 6日にかけて断続的に

降り続いた雨の様子は、院内で勤務している私には、

外の状況が全く分かりませんでした。6日の勤務終了

後、院内は慌ただしくなり、病院の目の前を流れて

いる二河川の氾濫の恐れがあるため、玄関付近に土

嚢を積み、1 階の医療器具を 2階へ運びました。7日

の真夜中が満潮でしたが、幸い氾濫はありませんで

した。当院の検査室には、坂町在中の職員 1名がお

り、安否が心配されましたが、6 日の 19 時 30 ころ、

検査室 LINE で連絡がとれ、水尻駅前の渋滞で車が動

かないと連絡がありました。まだ、その時は、水尻

駅付近は土砂に覆われていませんでしたが、本人曰

く、車のそばを物が流れてきたと言っていました。

その後、土砂で埋まりましたが、危うく難は逃れま

した。2 日間、帰宅困難者となりましたが、自宅は大

きな被害がなく安心しました。 

被害の大きさは翌日の 7日朝のテレビニュースの

映像で知り、呉市周辺の尋常でない大きな被害で、

その惨状に目を覆いました。私が住んでいる地域を

含み呉市の大部分では、７日の午後から断水になり

ました。近くのホームセンターでは断水に備えてポ

リタンクや非常食を買い求める人であふれていまし

た。交通機関は完全にマヒし、JR 呉線は運行停止、

広島呉道路、国道 31 号線は土砂崩れで全面通行止め

になりました。物流は途絶え、コンビニ・スーパー

からは物がなくなり、呉市は「陸の孤島」と化しま

した。矢野や坂から車で通勤する職員は、焼山、熊

野ルートしかなく、渋滞で呉市まで３～４時間かか

るため、朝４時から５時ころに出勤するほどでした。

広島市から出勤している医師は、フェリーで通勤し

ていました。7月 12 日には、通行止めとなっていた

国道 31 号線は、ベイサードビーチ坂の駐車場を仮設

道路とし解除されましたが、今現在も慢性的な渋滞

は、解消されていません。病院業務に関しては、7月

9 日から本格的な断水となり、職員のトイレは、貯め

ておいた水溜にバケツで水を汲んで流していました。

一部の検査や手術は延期などで対応しましたが、日

常診療、検体検査業務は自衛隊や給水車のおかげで

止まることなく稼働できました。私の自宅は 7月 13

日に断水解除となり、約 1週間ぶりの入浴、洗濯な

ど、本当に生活水のありがたさがわかった 1週間で

した。 

断水が落ち着いて、7月 21 日に呉共済病院の柴田

技師、林田技師と 3人で、天応地区へ災害ボランテ

ィアに参加しました。柴田技師は先週の安浦に続い

ての参加で、林田さんは、熊本出身で熊本地震の被

害で、何もできなかった自分が役に立ちたいという

思いからの参加でした。私は以前，天応に住んでい

ましたが、幸いその地域は災害がありませんでした。

車で、呉ポートピアに入り、駐車場には撤去された

土砂と家財が山積みされていました。現地で受付を

済ませ、10 名 1 組で天応の大浜地区へ派遣されまし

た。大浜地区は国道 31号線を挟んで海側の地区です。

災害ボランティア（呉、東部地区）参加報告 

7 月 6 日 19 時 30 分頃 

済生会呉病院と、氾濫寸前の二河川 

7 月 7 日朝 

土砂に埋まった国道 31 号線と水尻駅 
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7 月 21 日 

災害ボランティアで訪れた天応大浜

私は土砂が国道 31号線は超えていないと思っていま

したが、床上くらいまで土砂が流れ込んでおり、改

めて土砂災害の大きさを実感しました。私たちの作

業は土砂で埋まった畑の土砂撤去でした。その場所

は、道が狭く重機が入らないので、土砂をショベル

ですくって１ｍくらいの道幅を一輪車で重機が入る

ところまで運びました。土砂はドブと土の混在した

独特な臭いで、表面は炎天下で乾いていましたが、

内面は水を含んだ粘土のようでした。4時間近く休憩

を挟みながら作業をし、畑の土が出るまで作業は進

みましたが、私自身、思ったほど進んだ感じがあり

ませんでした。それだけ土砂災害には、多くのボラ

ンティアと時間、労力が必要ではないかと感じまし

た。 

この度、身近で未曾有の災害が起き、災害ボラン

ティアに参加して自然災害の恐ろしさを実感しまし

た。災害に遭われて亡くなられた方のご冥福をお祈

りし、1日も早い復旧・復興を願います。 

（広報部 有谿俊一）

 

 

 

 

 

災害ボランティア活動を通して感じたこと 

中国中央病院 羽原利幸

このたびの西日本豪雨により、被害を受けられた

方々に対しまして、心よりお見舞い申し上げますと

共に、広島県臨床検査技師会員の安全と、被災地の

一日も早い復興を心からお祈り申し上げます。 

福山市の豪雨による被害は、大規模な土石流によ

るものは少なかったのですが、多量の雨で芦田川の

水位が高くなり、行き場を失った支川や水路の水が

あふれる「内水氾濫」が各所で起こりました。これ

に伴い、床上・床下浸水約１４００件、道路冠水約

１８０カ所などの被害が報告されています。日を追

うごとに状況が明らかになり、想像を絶する光景を

メディアから確認するたびに何か出来ることはない

だろうか、と考えていました。ちょうどその頃、ラ

ジオで災害ボランティアに関する情報を聞き、私た

ちは福山市社会福祉協議会に登録を行った後、平成

30 年 7月 15 日と 7月 20 日に災害ボランティア活動

に参加しました。1日あたりのボランティアの人数は

百数十人で、それらは 20～30 名程度のグループに振

り分けられて、私たちは床上浸水の被害を受けた方

のご自宅に向かいました。床上浸水を受けた建物内

に初めて入りましたが、独特の臭いと湿気、その一

角で引き続き生活されている被災者の姿を見ると、

被災後の現実の厳しさを痛感しました。私たちが行

った作業は、建物内に堆積した土砂の撤去、廃棄物

の撤去などが中心で、炎天下での作業は想像以上に

厳しく、15 分に 1回程度の休憩をとっても確実に体

力が失われていきました。それでも、被災された方

より、「今日のことは一生忘れません」と言われた時

は、私たちに気遣ってもらう気持ちに恐縮するとと

もに、いくらかの達成感を感じることもできました。 

ボランティアに参加されている人たちは、誰も多

くは語らず、もくもくと作業を行っているようでし

た。しかし、少しの会話の中からも、困った人のた

めに何かしようと思う優しさと使命感は容易に伝わ

ってきました。ボランティアの年齢層は 10 代～20 代

の若い人たちが多く、化粧もとれ汗だくで作業をし

ている姿をみると、人口減少と高齢化が進むわが国

であっても、将来は決して暗くないことを予感させ

てくれるようにも感じました。 

 

中国中央病院   羽原利幸 

寺岡記念病院   中村和幸 

日本鋼管福山病院    井上貞幸 

尾道総合病院      杉山佳代 
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西日本豪雨災害 ＤＶＴ検診に参加して 

済生会呉病院 河野雄一 

深部静脈血栓症（ＤＶＴ）は東日本大震災、熊本

地震等の災害で、避難所生活をされる方の発症リス

クが高いことが知られています。今回広島県で発生

した豪雨災害において、ＤＶＴ予防のため、広臨技

が広島県と協力して実施したＤＶＴ検診に参加しま

したので報告します。 

検診当日、呉市から坂町まで、土砂崩れによって

鉄道、高速道が寸断されたため、復旧した国道 31 号

線は、慢性的に渋滞が発生し、平常時なら車で 40 分

ぐらいですが、2時間かかりました。 

広島市方面から参加の 4名の検査技師と医師 1名と

現地で合流し、土砂災害の爪痕が残る中、坂町にあ

る 3つの避難所を回り、20 名の検診を行いました。 

現場では、臨床検査技師が避難所を運営している自

治体や保健師の方に、ＤＶＴ検診をうけていただく

ために訪問したことを説明し、検査場所の設営（電

源、椅子等の準備）後、避難所の方に声掛けをして、

積極的に検診を受けてもらいました。統一された質

問票を使って、問診を行い、血圧、酸素飽和度測定、

下肢静脈エコー検査を実施し、必要があればＤダイ

マー測定を行いました。検査後はこれから続く避難

所生活による血栓予防のため、弾性ストッキングの

履き方の説明を担当しました。 

普段、病院で行う検査の場合、患者情報を参考に

しながら、使い慣れた機器でエコー検査を施行して

います。避難所でのＤＶＴ検診は日常検査と違い、

情報が少ない中、使用したことがないポータブルの

エコー機での検査となり、使用方法に慣れるまで時

間がかかってしまいました。短時間で多くの方を検

査するため、事前に検診の流れや機器確認など準備

の重要性を感じました。 

また、会場の設営から検査終了まで、滞りなくＤＶ

Ｔ検診を行うにあたって、他職種、自治体との連携

や協力が不可欠でした。検診には広島県医師会より

医師が同行して頂いたので血栓が見つかった方は診

察を行い、速やかに医療機関に紹介することができ

ました。 

私が参加した日は、熊本から熊本地震の際にＤＶ

Ｔ検診の経験がある検査技師が応援で参加していた

ので、検診の運営やエコーの撮影法が聞けて、とて

も参考になりました。 

災害はいつ起こるか予測できません。ＤＶＴ検診

は災害時に検査技師が関わり、災害医療として貢献

できる領域なので、普段から準備しておく必要性を

感じました。  

日臨技のホームページに、過去の災害時に技師会が

実施したＤＶＴ検診の経験が、ＤＶＴ検診マニュア

ルとして作成され、掲載されていますので御一読下

さい。 

今回、貴重な経験をさせてもらいました。災害か

ら一ヶ月経ちましたが、継続した支援は必要ですの

で、ＤＶＴ検診のボランティア募集があった際には、

参加する技師が増えてほしいと思いました。 

災害ボランティア DVT 検診参加報告 
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2018 年 8 月 11 日に、広島県臨床検査技師会の新入会

員オリエンテーション（東部地区以外）が開催され

ました。 

広臨技の森田益子会長をはじめ、箕岡博技師（組織

調査副部長）、楠木晃三技師（前 広島赤十字原爆病

院技師長）、が素晴らしい講演をされる中、技師歴 3

年目の中村早也香技師と共に私（宮田）も先輩技師

からのアドバイスとしてお話をさせていただきまし

た。 

まず、森田会長が日本臨床検査技師会や広島県臨床

検査技師会の説明、検査技師会の創設時の苦労や、

政治的な側面のお話がありました。とても難しいお

話でしたが、新入会員の方にも分かりやすいように

その意義をお話しされました。続いて、箕岡組織調

査副部長からは広島県臨床検査技師会の詳しい活動

内容や、部署分け、今後の活動計画などの具体的な

説明がありました。広臨技がどのような組織でどの

ような活動をしているか、ということをイメージす

ることができたことと思います。特別講演として楠

木前技師長が、「活力ある組織を目指して」という演

題でお話しをされました。働く上で大切なこと、人

生の生き方といったところまで波及して述べられて

おり、明日への糧となるお話ばかりでした。中村技

師の講演は、先輩からのアドバイスということで、

挨拶を大きなテーマとしたお話で、私も二年間働く

中で、本当に大切だなと頷けるいいお話でした。最

後に私も、社会人として挨拶や責任感を持つことの

大切さをお話させていただきました。 

その後は本通りに場所を移し、「ゆずの小町」で交流

会が行われました。乾杯の音頭は飯伏副会長がとら

れ、職場だけでは培うことが難しい横のつながりを

作ってほしいと述べられました。その言葉に促され

たように、会が始まるまではソワソワしていた様子

の新入会員の方々も、飲み物が手元に届いてからは

活発に会話をしていました。 

このように他施設の方々と出会い、意見交換できる

場は本当に意義のあることで、新入会員の方々にと

って大変実りある研修会となったことと思います。 

他病院の新人同士で打ち解けあっている姿や、広臨

技の役員の方々と楽しく話している姿を拝見したこ

とで、広臨技に若い力が加わってますます盛り上が

っていくであろうと感じました。 

 

（広報部 宮田直樹） 

 

広報部連絡・専用E-Mail ＜ koho@hiroringi.or.jp ＞ 

速報原稿の送付、広報部へのご意見等をお願いします。 

 

モバイル端末からのメール送信も可能です。 

（次号速報の原稿〆切りは９月１０日です） 

新入会員オリエンテーション（東部地区以外）報告 
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新入会員オリエンテーションに参加された 31 名の会員を対象にアンケートを実施しました。前年度のアンケー

ト結果（36 名）との比較もご紹介します。 

 

１.臨床検査の分野で、関心の高い分野、興味のある分野はどこですか？ 

 

●前年度からの推移 

 

選択肢 回答数 

生理検査（心電図、脳波検査関係） 10 

生理検査（超音波、画像検査関係） 15 

生理検査（呼吸検査、代謝関係） 5 

臨床化学検査・血液成分分析 9 

免疫検査 2 

微生物検査 7 

血液形態・凝固検査 7 

病理検査 10 

細胞検査 5 

輸血・移植関係 6 

尿検査・尿成分分析 4 

遺伝子・染色体検査 1 

検査情報・情報システム関係 0 

精度管理・統計・情報分析 2 

チーム医療・医療連携 1 

新入会員オリエンテーション（東部地区以外）アンケート報告 

生理検査（心

電図、脳波検

査関係） 

12% 

生理検査（超

音波、画像検

査関係） 

18% 

生理検査（呼

吸検査、代謝

関係） 

6% 
臨床化学検

査・血液成

分分析 

11% 

免疫検査 

2% 

微生物検査 

8% 

血液形態・凝

固検査 

8% 
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２.広島県臨床検査技師会のホームページについて 

①閲覧頻度はどの程度ですか？    

 

●前年度からの推移 

 

②閲覧されている主な端末を教えてください。 

 

●前年度からの推移 

 

③ホームページの更新はいかがですか？ 

 

●前年度からの推移 

 

④ホームページのどのようなページをよく見られま

すか？ 

 

●前年度からの推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答数 

毎日 0 

数回/週 0 

数回/月 13 

数回/年 12 

見たことがない 6 

選択肢 回答数 

パソコン 5 

タブレット 0 

スマートフォン 19 

選択肢 回答数 

早い 0 

ふつう 6 

遅い 4 

わからない 15 

選択肢 回答数 

行事予定表（Google カレンダー） 9 

お知らせ 4 

研修会・講習会情報 13 

速報 0 

職業紹介 0 

レクレーション 0 

福利厚生 0 

生涯教育講座 3 

技師会からの連絡 0 

入会のご案内 3 

役員一覧 1 

学術部門 0 

技師会概要 0 
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３.広島県臨床検査技師会の「情報伝達」について 

①ホームページに「速報」PDF 版が掲載されているこ

とをご存じですか？ 

選択肢 回答数 

知っている 4 

知らない 27 

 

②速報を読んでいますか？ 

選択肢 回答数 

毎月しっかり、読んでいる 0 

興味のある所だけ読んでいる 3 

ほとんど読まない 8 

まったく読まない 3 

速報を知らない 17 

 

●前年度からの推移 

 

 

③研修会やイベントの情報はどこから入手していま

すか？ 

選択肢 回答数 

速報 0 

広臨技ホームページ 9 

同僚・上司から 27 

その他 1 

その他：日臨技ホームページ 

 

●前年度からの推移 

 

 

 

④当会には、研修会やイベント情報発信ツールとし

てメーリングリスト「広臨技コミュ」がありますが

知っていますか？ 

選択肢 回答数 

知っている 7 

知らない 24 

既に入会済 0 

 

●前年度からの推移 

 

 

⑤現在、どのような方法が、研修会やイベント、技

師会情報が早く伝わると思いますか？ 
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●前年度からの推移 
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アンケートにご協力いただきありがとうございま

した。          （広報部 粟村尚史） 
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下記の通り、全国「検査と健康展」を開催します。 

この事業は、国民の健康づくり、生活習慣病の早期発見、定期的な健康診断の重要性や臨床検査の正しいと

普及ならびに、臨床検査技師を広く紹介することを目的に開催します。 

開催が近づいてまいりましたら、ボランティアを募集いたします。その際はご協力よろしくお願いします。 

 

【日時】平成 30 年 11 月 10 日(土) 9:40 集合 

（集合時間は予定） 

【場所】廿日市市民ホール（ゆめタウン廿日市店内）    

〒738-0023 廿日市市下平良 2丁目２－１ 

TEL0829-32-7021 

【内容】「健康チェック」一般市民の臨床検査体験の

ための検査（予定） 

   ①CAVI 検査 ②肺機能検査 ③骨密度検査 

④簡易血糖 ⑤経皮的貧血検査 ⑥物忘れ相

談プログラム（認知症スクリーニング検査）

⑦会場案内 ⑧パンフレットの配布 ⑨検査

相談 

【募集人員】50 名 

【募集期間】改めて案内します。 

【その他】協力謝礼金 3000 円 軽食支給 

 

 

 

【問い合わせ先】広島市立安佐市民病院 中島静 

Tel 082-815-5211 (内線 3503) 

【開催日】平成 31 年 2月 23 日（土）～24 日（日） 

【場 所】グランラセーレ東広島  

〒739-0024  広島県東広島市西条町御薗宇 6950-2 

 

一般演題の募集について 

一般演題を募集します。 

■演題申し込み締め切り日：平成30年10月5日（金） 

■抄録原稿締め切り日  ：平成30年11月2日（金） 

 

＜申し込み先・原稿送付先・問い合わせ先＞ 

〒739-0041 

東広島県東広島市西条寺家 513 

独立行政法人 国立病院機構 東広島医療センター  

臨床検査科 糸谷 祥子 

TEL  (082) 423-2176              

FAX  (082) 420-0578            

E-メール itodani_syouko@hiro-hosp.jp   

 

抄録原稿依頼のお願い 

 

1． 抄録作成内容 

Microsoft Word 形式のファイルで作成してくださ

い。 

 紙サイズ A4 余白は上下 25mm 左右 20mm           

 タイトルは MS 明朝 14 ポイント 

 施設、氏名、本文は MS 明朝 10.5 ポイント 

 1,800 字程度にまとめて下さい。 

 

2． 原稿の送付方法   

＊①②いずれかを選んで下さい。 

① 抄録ファイルを電子メールで送付するとと

もに、 

印刷した抄録原稿を FAX する。 

② 印刷した抄録原稿１枚と原稿を保存した

CD-R を 

  送付する。（CD-R には、施設名とタイトルを

明記してください。） 

 

3． 抄録原稿締め切り 

平成 30 年 11 月 2 日（金）必着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトル 

筆頭執筆者・連名執筆者・所属 

 

６行 

検査と健康展 ボランティア募集案内 

第 36 回 広島県医学検査学会(第 2報) 

2 段組 
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